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NY マーケットレポート（2018 年 6 月 8 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、G7 首脳会議で米国と各国との貿易摩擦への警戒感からドル売り・円買いが優勢となった。ただ、内容を見極めた

いとの様子見ムードから積極的な売買が手控えられ、やや限定的な動きとなった。一方、スイスで資金供給に関する権限をスイ

ス中銀のみに認める構想の是非を問う国民投票が行われることが材料視され、スイス・フランが主要通貨に対してやや軟調な動

きとなった。 

 

 

要人発言 

 

トランプ米大統領 

 

・自分に恩赦与える確固たる権限が私にある 

・一生かけて金委員長との会談準備してきた 

・故モハメド・アリ氏の恩赦を検討している 

・ロシアの G8 復帰を認めるべきだ 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

4 月卸売在庫（前月比） 0.1％（予想 0.0％・前回 0.0％） 

 

4 月卸売売上高（前月比） 0.8％（前回 0.3％⇒0.4％） 

 

4 月の米卸売在庫は、前月比+0.1％の 6301 億 7100 万ドル、前年比は+5.8％となった。耐久財が+0.2％、自動車が+0.4％、家具

が-1.3％、電気製品が+0.2％、機械は横ばいだった。非耐久財は横ばい、医薬品が-2.2％、農産物は+3.3％、石油製品は+3.1％

だった。同時に発表された 4月の卸売売上高は、前月比+0.8％の 4932 億 9800 万ドル、前年比は+7.8％。耐久財は+0.8％となり、

自動車が-0.7％、専門機器は+0.7％、金属製品は+3.3％、機械は+1.9％だった。非耐久財は+0.7％となり、紙製品が+0.6％、農

産物が+7.7％、石油製品が+1.5％。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

ダウ平均は約3ヵ月ぶりの高値 

 

米株式市場では、G7 首脳会議での貿易摩擦を巡る協議への警戒感から主要株価は序盤から軟調な動きとなった。ただ、消費財

関連株に買いが入ったことが相場を押し上げる結果となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなったものの、その後は

堅調な動きとなり、約 3ヵ月ぶりの高値で取引を終終了し、3営業日続伸となった。 

 

 

出所：Bloomberg 



 
                                           

4 

 

出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

スイス・フランが主要通貨に対してやや軟調な動き 

 

G7 首脳会議で米国と同盟国との対立が浮き彫りになるとの懸念を背景にドル売り・円買いが優勢となった。ただ、内容を見極

めたいとの様子見ムードから積極的な売買が手控えられ、やや限定的な動きとなった。一方、スイスで資金供給に関する権限を

スイス中銀のみに認める構想の是非を問う国民投票が行われることが材料視され、スイス・フランが主要通貨に対してやや軟調

な動きとなった。世論調査では、支持される可能性は低いが、認められた場合には民間銀行の役割が大きく変化することになる。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


